
①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
推
進
費
7
億
９
０

４
２
万
円
余
。

住
民
合
意
が
な
い
、
財
務
状
況

の
透
明
性
に
欠
け
る
、
減
価
償
却

費
が
計
上
さ
れ
な
い
等
の
問
題

に
加
え
、
富
山
市
へ
の
見
学
会
は

無
駄
で
あ
る
こ
と
。

②
住
民
合
意
の
な
い
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
負
担
金
も
。

①
中
小
企
業
対
策
費
は
わ
ず
か

７
５
１
１
万
円
で
昨
年
比
１
０
０

９
万
円
の
減
。

②
魅
力
あ
る
商
店
街
等
補
助
金

１
７
５
７
万
円
な
ど
商
店
街
振
興

費
は
総
額
で
も
３
７
３
８
万
円
余

で
雀
の
涙
。

③
企
業
誘
致
定
着
促
進
費
は
22

億
２
３
１
０
万
円
で
、前
年
比
2
，

５
４
倍
と
大
盤
振
る
舞
。

④
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
が
セ
ッ
ト
の
Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
駅
東
口
整
備
費
２
８
５
９

万
円
余
は
、ゼ
ネ
コ
ン
奉
仕
。

⑤
大
手
地
区
の
再
開
発
事
業
費

18
億
７
７
９
５
万
円
余
は
、マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
が
主
で
あ
り
民
間
に
任

せ
る
べ
き
事
業
。

交
通
対
策
費
は
不
十
分
。
地
域

内
交
通
、15

路
線
に
８
６
６
６
万

円
余
、公
共
交
通
利
用
促
進
費
８

１
５
１
万
円
余
、
合
わ
せ
て
も
わ

ず
か
1
億
６
０
０
０
万
円
余
。

バ
ス
路
線
の
再
編
や
高
す
ぎ
る

バ
ス
料
金
の
課
題
、矛
盾
が
顕
在

化
し
て
い
る
地
域
内
交
通
や
高

齢
者
の
免
許
返
納
促
進
策
等
の

課
題
も
置
き
去
り
。

職
員
削
減
あ
り
き
の
行
き
過
ぎ

た
行
革
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
と
、災
害
時
の
危
機
管
理
体
制

に
も
重
大
な
懸
念
を
持
つ
。

河
内
、
上
河
内
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
の
統
廃
合
、
機
能
低
下
。
職

員
体
制
は
34
名
か
ら
10
名
に
減
。

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す

る
地
域
の
拠
点
と
し
て
、全
市
の

モ
デ
ル
に
す
べ
き
場
所
を
切
り

捨
て
た
。

（
討
論
要
旨
）
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・財
政
力
＝
０
，９
８
５

第
3
位

・自
主
財
源
比
率
＝
62
，６
％

第
3
位

・地
方
債
残
高
（一
人
当
た
り
）

＝
21
万
３
３
２
５
円

少
な
い
方
か
ら
第
4
位

本
市
の
強
い
財
政
力
は

住
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
!!

（財
政
指
標
の
数
字
は
人
口
30
万
人
以

上
の
中
核
市
決
算
状
況
調
査
速
報
値
に

よ
る
）

社
会
の
閉
塞
感
は
、
根
底
に
深

刻
な
格
差
社
会
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、99

％
の
国
民
を
顧
み

な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
し
が
み

つ
く
経
済
対
策
を
批
判
し
た
。

佐
藤
市
政
は
強
い
財
政
力
を

住
民
福
祉
向
上
に
生
か
し
て
い

な
い
と
指
摘
し
た
。

第
一
に住

民
合
意
の
な
い

事
業
を
ゴ
リ
押
し
!!

第
２
に

地
方
創
生
や
一
億
総
活
躍
？

実
際
は
大
企
業
優
遇
！

第
3
に

市
民
に
と
っ
て
切
実
で
重
要
な

事
業
が
据
え
置
き
、縮
小
！

第
４
に

職
員
数
５
．６
２
人
（市
民
千
人

あ
た
り
）

少
な
い
方
か
ら
9
番
目
に
!!

第
５
に

地
域
の
切
り
捨
て
は
ダ
メ
！

深
刻
な
格
差
社
会
か
ら
市
民

の
く
ら
し
や
雇
用
を
守
る
こ
と

こ
そ
、
地
域
経
済
を
活
性
化
し

て
い
く
基
盤
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
に
血

道
を
あ
げ
る
あ
ま
り
、
優
先
順

位
を
誤
っ
て
き
た
。

９
月
議
会
最
終
日
、
同
陳
情

は
「
継
続
審
査
」
に
な
り
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
員
団
は
、
陳
情
者

の
願
意
に
賛
同
、
直
ち
に
採
択

す
る
べ
き
と
の
立
場
か
ら
継
続

と
い
う
結
論
先
送
り
に
は
反
対
、

統
一
・社
民
党
・立
憲
も
反
対
し

ま
し
た
。

議
員
案
と
し
て
自
民
党
提
出

の
「
東
海
第
二
原
発
運
転
延
長

の
厳
格
な
審
査
を
求
め
る
意
見

書
」
と
共
産
党
・統
一
提
出
の

「
東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
の

稼
働
延
長
に
反
対
す
る
意
見
書
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
く
み
子
議
員
が
「
東
海
第

２
原
発
は
、
平
成
30
年
9
月
26

日
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
審

査
に
お
い
て
規
準
に
適
合
し
て

い
る
と
の
判
断
を
受
け
た
が
、国

は
、
稼
働
延
長
の
住
民
合
意
を

地
方
自
治
体
に
負
わ
せ
る
ば
か

り
か
、
事
故
時
の
広
域
避
難
計

画
の
策
定
も
自
治
体
に
押
し
つ

け
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
状
況
で

の
稼
働
延
長
は
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
は
な
い
と
の
対
応
を
国
に

強
く
要
望
す
る
た
め
」
と
、
提
出

理
由
を
壇
上
で
訴
え
ま
し
た
。

社
民
党
宇
賀
神
ふ
み
お
議
員

が
賛
成
討
論
。
「
こ
の
局
面
で
陳

情
に
対
す
る
態
度
を
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
は
、
宇
都
宮
市
議

会
と
し
て
、
余
り
に
も
無
責
任
」

と
指
摘
。
「
深
刻
な
問
題
と
矛
盾

し
か
な
い
東
海
第
2
原
発
は
、

再
稼
働
す
る
の
で
は
な
く
廃
炉

こ
そ
決
断
す
べ
き
」
と
訴
え
ま

し
た
。

こ
の
議
員
案
は
共
産
・統
一
・社

民
・立
憲
・愛
う
つ
の
み
や
の
議

員
が
賛
成
。
自
民
・自
民
ク
・市
民

連
合
・公
明
の
反
対
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

自
民
党
提
出
案
は
、
再
稼
働
や

稼
働
延
長
に
反
対
す
る
こ
と
に

は
全
く
触
れ
ず
、
厳
格
な
審
査

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
き
わ

め
て
不
十
分
で
し
た
が
、
一
歩

で
も
二
歩
で
も
市
民
の
願
い
へ

の
歩
み
寄
り
と
認
め
、
共
産
党

は
賛
成
の
立
場
を
と
り
ま
し
た
。

賛
成
は
自
民
・市
民
連
合
・公

明
・共
産
・愛
う
つ
の
み
や
。
反
対

は
自
民
ク
・統
一
・社
民
・立
憲
。

福田くみ子議員が
Ｈ29年度決算に反対する討論

議会
最終日

東
海
第
二
原
発
稼
働
延
長
を
認

め
な
い
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
（
原
発
い
ら
な
い
栃
木
の
会
）

２
つ
の
議
員
案
が
出
さ
れ
る



荒
川
つ
ね
お
議
員

本
市
で
は
、
人
口
減
少
時
代
に

立
地
適
正
化
計
画
に
よ
り
都
心

開
発
が
次
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
巨
額
の

税
金
を
投
入
し
た
再
開
発
事
業

に
よ
る
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

だ
。
そ
こ
で
、
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
宇
都

宮
（
二
荒
山
前
）
１
６
５
戸
の
住
民

が
、
地
域
住
民
と
交
流
し
、
力
を

合
わ
せ
て
、
ま
ち
の
活
性
化
に
ど

の
様
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
検
証

し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
建
設
中
の
大
手
地
区
再

開
発
で
は
、
入
居
予
定
者
に
対
し

い
か
な
る
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

佐
藤
栄
一
市
長

市
街
地
再
開
発
事
業
は
「
都
市

居
住
の
促
進
」
や
「
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
創
出
」
に
つ
な
が
る
大
変
有
効

な
手
法
と
考
え
る
。

議
員
質
問
の
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
宇

都
宮
の
住
民
登
録
世
帯
は
１
２
９

世
帯
２
６
１
人
、
市
外
団
体
・個
人

に
よ
る
所
有
戸
数
は
、法
人
２
戸
・

個
人
27
戸
で
あ
り
、
自
治
会
加
入

世
帯
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

な
い
。

大
手
地
区
で
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
は
、
当
初
よ
り
関
係
者
の
連

携
に
よ
り
、
居
住
者
全
員
が
加
入

で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
が
自
治
会
に
加
入
す

る
取
り
決
め
を
交
わ
し
、
竣
工
後

居
住
者
が
地
域
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
活
性
化
に
も
期
待

し
て
い
る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事

業
の
南
街
区
の
計
画
で
、
民
間

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
市
有

地
売
却
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

市
民
の
貴
重
な
財
産
が
公
共
と

は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
１
４
７

戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
用
に
処
分
さ

れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ

も
そ
も
南
街
区
の
計
画
に
、
そ

ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
。
土
地
売
却

は
リ
セ
ッ
ト
せ
よ
。

総
合
政
策
部
長

本
年
一
月
、
同
地
区
整
備
方

針
を
策
定
し
、
南
街
区
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

資
す
る
提
案
に
応
じ
て
、
市
有

地
の
一
部
売
却
を
可
能
と
す
る

こ
と
を
定
め
た
。
優
先
交
渉
権

者
提
案
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
整

備
は
、
都
心
居
住
の
促
進
に
つ

な
が
り
、
恒
常
的
な
賑
わ
い
の

創
出
を
図
る
も
の
で
地
区
整
備

の
基
本
方
針
に
合
致
し
て
い
る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員
再
質
問

市
長
は
、
平
成
26

年
9
月
の

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
要
望
を

受
け
た
際
、
当
該
地
を
「
市
と

し
て
か
け
が
え
の
な
い
最
後
の

財
産
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
場
し

の
ぎ
で
な
く
、
市
の
繁
栄
の
中

心
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

言
っ
て
い
る
。

事
業
用
地
は
、
最
後
の
一
坪

ま
で
公
共
の
た
め
に
使
う
べ
き

だ
。
マ
ン
シ
ョ
ン
用
と
は
、
文
字

通
り
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
計
画

で
は
な
い
の
か
。

総
合
政
策
部
長

官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

や
っ
て
ゆ
き
た
い
。
南
街
区
は

民
間
事
業
者
の
参
入
を
促
進
し

た
い
。
提
案
内
容
に
よ
っ
て
は

一
部
売
却
を
考
え
て
い
る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員
再
質
問

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
民
間
活
力

に
任
せ
よ
。
駐
車
場
な
ど
市
民

全
体
の
た
め
に
な
る
土
地
の
有

効
活
用
を
は
か
れ
。
土
地
売
却

の
見
直
し
を
強
く
求
め
る
。

日本共産党宇都宮市議員団

定例無料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 10月13日（土）

11月10日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。
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午後２～４時

か
け
が
え
の

な
い
市
民
の

財
産

そ
の
場
し
の
ぎ
は
や
め
よ

巨
額
税
金
投
入
も

市
民
登
録
世
帯
は
78
％

自
治
会
加
入

把
握
せ
ず

ま
ち
づ
く
り
に

全
く
生
き
な
い
？

JR宇都宮駅東口大開発

９月議会報告
パート２（要旨）

荒
川
議
員
は
、
厚
生
常
任
委
員

会
で
「
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
宇
都
宮
」
で

は
住
民
の
自
治
会
加
入
は
見
ら

れ
な
い
と
指
摘
。
大
手
地
区
で
も

共
益
費
み
た
い
な
自
治
会
費
の

集
め
方
で
、地
域
住
民
と
力
を
合

わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
が
醸
成
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
ま
ち
づ
く

り
と
大
型
開
発
の
手
法
に
疑
問
を

呈
し
ま
し
た
。

大手地区再開発マンション
（建設中）画像は市HPより

駅東口地区整備事業イメージ図（市HPより）
丸印が南街区マンション


